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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次

第50期

第１四半期

連結累計期間

第51期
第１四半期
連結累計期間

第50期

会計期間
自 平成27年３月１日

至 平成27年５月31日

自 平成28年３月１日

至 平成28年５月31日

自 平成27年３月１日

至 平成28年２月29日

売上高 （百万円） 60,443 68,520 242,566

経常利益 （百万円） 2,080 2,511 8,795

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（百万円） 1,033 1,325 5,086

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,374 3,237 6,035

純資産額 （百万円） 50,631 57,556 54,844

総資産額 （百万円） 113,191 125,057 114,330

１株当たり四半期(当期)純利益金額 （円） 36.93 47.32 181.64

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益金額

（円） 35.67 41.92 164.33

自己資本比率 （％） 40.8 42.0 43.7
 

(注)１. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

２. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

３. 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
　

(1)  業績の状況

当第１四半期連結会計期間における日本経済は、世界的な景気減速が続いていること、年初より為替が円高に

転じたことから企業収益が圧迫され、個人消費も湿りがちで伸びが見られず、全般的に停滞気味に推移しており

ます。当食肉業界においては、先行き不安による消費者マインドの冷え込みが続き、厳しい環境にさらされまし

た。このような状況のもと、当社グループは、取り組みを進めている食肉関連の各事業を更に強化することによ

り、安定的な成長を目指してまいりました。

　食肉等の製造・卸売事業においては、近年、特に川上部門に力を入れており、昨年５月に北海道に設立した豚

の生産・加工施設「日高食肉センター」と、昨年12月にグループ化した米国イリノイ州の牛肉加工工場AURORA

PACKING COMPANY,INC.の順調な事業運営を目指しました。また、「こてっちゃん」を中心とした加工食品の販売

促進を進めるとともに、株式会社フードリエを軸にしたハム・ソーセージ事業の再編成にも取り組むなど、積極

的な営業活動により取扱い数量が増加しました。食肉等の小売事業においては、改装や提案型販売、肉惣菜部門

の確立、レイアウト再構築等の既存店活性化の取り組みを拡充した他、不採算店の閉鎖、新規ディベロッパーと

の取組による新店開発を実施しました。また、肉のマイスター制度やパート・アルバイトスタッフの教育等、更

なる競争力向上のための従業員教育を推進しました。食肉等の外食事業においては、ステーキレストランチェー

ン事業において競争力向上のための施策を実施するとともに、焼肉・しゃぶしゃぶチェーン事業では不採算店閉

鎖も実施しております。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、新たにAURORA PACKING COMPANY,INC.がグループに加わっ

たこと、積極的な営業活動により取扱い数量が増加したことなどにより、売上高685億2千万円（前年同四半期比

13.4％増）、営業利益23億9千9百万円（前年同四半期比20.4％増）、経常利益25億1千1百万円（前年同四半期比

20.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益13億2千5百万円（前年同四半期比28.2％増）となりました。

続いて、セグメントごとの業績は次のとおりであります。なお、売上高は外部顧客への売上高を記載し、セグ

メント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

①食肉等の製造・卸売事業

売上高は606億2千1百万円（前年同四半期比15.3％増）、セグメント利益は20億9千万円（前年同四半期比

18.1％増）となりました。

②食肉等の小売事業

売上高は56億2千4百万円（前年同四半期比3.8％増）、セグメント利益は4億3千5百万円（前年同四半期比

17.9％増）となりました。

③食肉等の外食事業

売上高は19億2千6百万円（前年同四半期比4.7％減）、セグメント利益は1億5千万円（前年同四半期比14.2％

増）となりました。

④その他

売上高は3億4千7百万円（前年同四半期比13.4％減）、セグメント利益は3千4百万円（前年同四半期比60.3％

増）となりました。

　

(2)  財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて107億2千6百万円増加し、1,250億

5千7百万円となりました。これは主に、現金及び預金の増加、売上高増加に伴う売上債権の増加、たな卸資産の

増加及び投資有価証券の増加によるものであります。

　当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて80億1千4百万円増加し、675億1百万

円となりました。これは主に、売上高増加に伴う仕入債務の増加及び借入金の増加によるものであります。

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて27億1千2百万円増加し、575億5千

6百万円となりました。これは主に、利益剰余金の増加及びその他有価証券評価差額金の増加によるものであり

ます。
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(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
(4)  研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の当社グループが支出した研究開発費の総額は4千7百万円であります。

 
(5) 主要な設備

前連結会計年度に計画しておりました重要な設備の新設等に関する計画のうち、当第１四半期連結累計期間に

おいて完了した計画は、次のとおりであります。

会社名
事業所名

（所在地）

セグメントの

名称
設備の内容

帳簿価額（百万円）

建物及び構築物 土地 その他 合計

㈱味兆
愛媛県

今治市

食肉等の

製造・卸売事業
生産設備 45 55 1 102

 

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 120,000,000

計 120,000,000
 

 
②【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成28年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年７月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 32,267,721 32,267,721
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数
100株

計 32,267,721 32,267,721 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成28年５月31日 － 32,267,721 － 4,298 － 11,881
 

 
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成28年２月29日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成28年２月29日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 4,265,700

完全議決権株式（その他） 普通株式 27,986,200 279,862 －

単元未満株式 普通株式 15,821 － －

発行済株式総数  32,267,721 － －

総株主の議決権 － 279,862 －
 

（注） 「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が220株含まれております。

 
②【自己株式等】

平成28年２月29日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

エスフーズ株式会社

兵庫県西宮市鳴尾浜

１丁目22番13
4,265,700 － 4,265,700 13.22

計 ― 4,265,700 － 4,265,700 13.22
 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年３月１日から平成

28年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年３月１日から平成28年５月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成28年２月29日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 28,314 30,754

  受取手形及び売掛金 25,216 27,402

  商品及び製品 11,228 14,515

  仕掛品 814 938

  原材料及び貯蔵品 2,688 2,510

  その他 2,826 3,325

  貸倒引当金 △210 △204

  流動資産合計 70,878 79,242

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 32,730 32,491

    減価償却累計額 △19,333 △19,422

    建物及び構築物（純額） 13,396 13,068

   土地 10,460 10,457

   その他 23,832 24,035

    減価償却累計額 △16,820 △17,013

    その他（純額） 7,011 7,021

   減損損失累計額 △1,353 △1,301

   有形固定資産合計 29,515 29,246

  無形固定資産   

   のれん 9 7

   その他 343 334

   無形固定資産合計 353 341

  投資その他の資産   

   投資有価証券 10,728 13,602

   退職給付に係る資産 318 316

   その他 2,786 2,524

   貸倒引当金 △249 △217

   投資その他の資産合計 13,583 16,226

  固定資産合計 43,451 45,814

 資産合計 114,330 125,057
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成28年２月29日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年５月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 18,275 22,503

  短期借入金 4,318 5,639

  未払法人税等 2,177 1,301

  賞与引当金 784 1,084

  その他 7,180 6,927

  流動負債合計 32,734 37,455

 固定負債   

  社債 9,018 9,017

  長期借入金 12,186 14,577

  役員退職慰労引当金 209 218

  退職給付に係る負債 2,062 2,022

  その他 3,273 4,209

  固定負債合計 26,751 30,045

 負債合計 59,486 67,501

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,298 4,298

  資本剰余金 11,952 11,976

  利益剰余金 32,360 33,237

  自己株式 △2,991 △2,992

  株主資本合計 45,619 46,520

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 3,767 5,961

  繰延ヘッジ損益 △22 △22

  為替換算調整勘定 684 163

  退職給付に係る調整累計額 △52 △39

  その他の包括利益累計額合計 4,377 6,061

 非支配株主持分 4,847 4,974

 純資産合計 54,844 57,556

負債純資産合計 114,330 125,057
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年５月31日)

売上高 60,443 68,520

売上原価 50,369 58,350

売上総利益 10,073 10,169

販売費及び一般管理費 8,080 7,770

営業利益 1,993 2,399

営業外収益   

 受取利息 9 9

 受取家賃 30 34

 受取配当金 11 14

 持分法による投資利益 3 37

 その他 127 159

 営業外収益合計 182 256

営業外費用   

 支払利息 46 51

 為替差損 0 63

 賃貸原価 7 8

 その他 40 19

 営業外費用合計 95 143

経常利益 2,080 2,511

特別利益   

 固定資産売却益 8 0

 投資有価証券売却益 2 －

 受取補償金 2 －

 厚生年金基金解散損失引当金戻入額 － 25

 特別利益合計 12 25

特別損失   

 固定資産処分損 11 20

 減損損失 － 5

 店舗閉鎖損失 33 0

 その他 0 －

 特別損失合計 44 25

税金等調整前四半期純利益 2,048 2,512

法人税等 891 972

四半期純利益 1,157 1,539

非支配株主に帰属する四半期純利益 123 214

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,033 1,325
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年５月31日)

四半期純利益 1,157 1,539

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 225 2,205

 繰延ヘッジ損益 △10 △0

 為替換算調整勘定 △14 △517

 退職給付に係る調整額 16 14

 持分法適用会社に対する持分相当額 △0 △3

 その他の包括利益合計 216 1,698

四半期包括利益 1,374 3,237

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,242 3,008

 非支配株主に係る四半期包括利益 131 229
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年３月１日　至　平成28年５月31日）

連結子会社の事業年度等に関する事項の変更

従来、連結子会社のうち決算日が１月31日であった、株式会社デリフレッシュフーズについては同日現在の

財務諸表を使用し連結決算日との間に生じた重要な取引について連結上必要な調整を行っておりましたが、同

社が決算日を２月末日に変更したことに伴い、当第１四半期連結累計期間は平成28年２月１日から平成28年５

月31日までの４か月間を連結しております。
 

 

（会計方針の変更等）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日 至 平成28年５月31日)

(会計方針の変更)

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する

当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用

として計上する方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につ

いては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の

四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の

期首時点から将来にわたって適用しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

 
（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の取扱いの適用）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関す

る実務上の取扱い」（実務対応報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28

年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しておりま

す。この変更に伴う、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響額は軽微であります。
 

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第１四半期連結累計期間

(自　平成28年３月１日　至　平成28年５月31日)

税金費用の計算 　当社及び一部の連結子会社については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見

積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　保証債務

　連結会社以外の会社等の金融機関からの借入に対して、次のとおり債務保証（連帯保証）を行っております。

前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年５月31日)

株式会社カーサ 230百万円 株式会社カーサ 225百万円

有限会社すぎもとファーム 73百万円 有限会社すぎもとファーム 71百万円

株式会社遠野牧場 671百万円 株式会社遠野牧場 649百万円

マスターファーム株式会社 99百万円 マスターファーム株式会社 93百万円

株式会社日高はなはなファーム 506百万円 株式会社日高はなはなファーム 506百万円

金丸　一男他２社 178百万円 株式会社豊頃中央農場 315百万円

   金丸　一男他２社 174百万円

計 1,759百万円 計 2,036百万円
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおり

であります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
 至 平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
 至 平成28年５月31日)

減価償却費 657百万円 711百万円

のれん償却額 2百万円 2百万円
 

 
(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自 平成27年３月１日 至 平成27年５月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月22日
定時株主総会

普通株式 392 14 平成27年２月28日 平成27年５月25日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの
　

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成28年３月１日 至 平成28年５月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月24日
定時株主総会

普通株式 448 16 平成28年２月29日 平成28年５月25日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの
　

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成27年３月１日 至 平成27年５月31日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結損

益計算書計上

額(注)３
食肉等の

製造・卸売事業

食肉等の

小売事業

食肉等の

外食事業
計

売上高         

  外部顧客への売上高 52,599 5,420 2,022 60,041 401 60,443 － 60,443

  セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,911 35 69 2,016 28 2,044 △2,044 －

計 54,510 5,455 2,091 62,057 429 62,487 △2,044 60,443

セグメント利益 1,769 369 131 2,270 21 2,291 △298 1,993
 

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲料水製造・販売事業及び不動
産事業等であります。

２．セグメント利益の調整額△298百万円には、セグメント間取引消去△25百万円、各報告セグメントに配分して
いない全社費用△272百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社及び
一部子会社の間接部門の一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な該当事項はありません。
　

　

当第１四半期連結累計期間（自 平成28年３月１日 至 平成28年５月31日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結損

益計算書計上

額(注)３
食肉等の

製造・卸売事業

食肉等の

小売事業

食肉等の

外食事業
計

売上高         

  外部顧客への売上高 60,621 5,624 1,926 68,172 347 68,520 － 68,520

  セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,076 36 77 2,190 32 2,223 △2,223 －

計 62,698 5,661 2,003 70,363 380 70,743 △2,223 68,520

セグメント利益 2,090 435 150 2,675 34 2,710 △311 2,399
 

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲料水製造・販売事業及び不動
産事業等であります。

２．セグメント利益の調整額△311百万円には、セグメント間取引消去△34百万円、各報告セグメントに配分して
いない全社費用△277百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社及び
一部子会社の間接部門の一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な該当事項はありません。
　

３ 報告セグメントの変更等に関する事項

　会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び
構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に変更
しております。

　なお、これによる当第１四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。
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(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上

の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
 至 平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
 至 平成28年５月31日)

（1）１株当たり四半期純利益金額 36.93円 47.32円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額
(百万円)

1,033 1,325

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

1,033 1,325

普通株式の期中平均株式数(株) 28,002,200 28,001,947

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 35.67円 41.92円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額
(百万円)

△0 △0

（うち支払利息(税額相当額控除後)(百万円)) （△0） （△0）

普通株式増加数(株) 975,918 3,591,380

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１
株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ
た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変
動があったものの概要

－ －

 　

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年７月14日

エスフーズ株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   浅　　井　　愁　　星　　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   溝　　　　　静　　太   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエスフーズ株式

会社の平成28年３月１日から平成29年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年３月１日から

平成28年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年３月１日から平成28年５月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エスフーズ株式会社及び連結子会社の平成28年５月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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